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機能の概要
説明: イタリアの SDI 請求書のサポート

今までの課題

対象ソリューション

SAP Ariba で問題解決

関連情報

主なメリット

前提条件と制限事項

導入の難易度

対象エリア

• SAP Ariba Buying and Invoicing
• SAP Ariba Invoice Management

この機能は、該当するソリューションを使用しているすべ
てのお客様に対して自動的に有効になりますが、お客様
が設定する必要があります。

• Application.Invoicing.SDI.AllowEdit

• Application.Invoicing.SDI.DefaultRequester.UniqueNam
e

お客様が SDI 請求書の請求書ドキュメント用のワークフ
ローを設定する必要があります。

Ariba Network 経由で送信されるイタリアの SDI 請求書
は、一般に、SAP Ariba Invoice ソリューションで必要とさ
れる内容 (税額、申請者、注文書明細参照など) が不足
しています。Ariba Network から受信する請求書も、SAP 
Ariba の請求書照合申請も編集不可のため、唯一の解
決策は請求書を却下して、手動で作成することです。こ
のため、処理に時間がかかり、顧客とサプライヤの不満
が生じています。

請求書照合申請が作成される前に、経理部門でのイタリ
アの SDI 請求書の編集が可能となるように SAP Ariba 
Invoice ソリューションを設定することができるようになりま
した。そのため、権限を持つユーザーは、請求書ヘッダー
詳細を編集したり、品目、値引き、手数料、税と税額、およ
び源泉徴収税を追加したりすることができます。

さらに、会計を容易化するために、管理者は、まだ申請者
が割り当てられていない SDI 請求書に通常の設定の申
請者を割り当てることができます。

経理部門で、イタリアからの請求書を、Sistema di 
Interscambio (SDI) の要件に準拠するように編集できるよ
うになりました。

ハイタッチ

国固有
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3. SAP Ariba Invoice ソリューションで請求書を受信します。SDI 
請求書では TaxInvoiceFormat 'FPR' を使用しています。

4. 請求書ドキュメントは、(カスタムワークフローによって) 請求書
を編集したり (パラメータ AllowEdit)、品目、値引き、手数料、
税、および源泉徴収税を追加したりできる経理部門にルーティ
ングされます。
さらに、会計を容易化するために、管理者は、SDI 請求書に通
常の設定の申請者を割り当てることができます (パラメータ
DefaultRequester)。

5. 請求書が承認されると、請求書照合申請が作成され、プロセス
が先に進みます。

1. イタリアは、2019 年 1 月 1 日に、リアルタイムでの電子
売上請求書の発行と報告を必須とする制度を導入しまし
た。関連するすべての請求書を発行して、イタリア歳入
庁の電子請求書処理プラットフォーム Sistema di 
Interscambio (SdI) に提出する必要があります。SdI は
請求書承認ポータルとして機能し、すべての課税取引が
イタリア税務当局によって確実に検証されるようにしま
す。

2. Ariba Network は (TrustWeaver を介して) SDI と統合さ
れ、2018 年 12 月にイタリアの SDI 向けのサポートが提
供されています。

機能の概要
プロセス: イタリアの SDI 請求書のサポート

サプライヤによって請求
書がイタリアの SDI ポー

タルに提出される

Ariba Network 
で請求書を受信

する

SAP Ariba で請
求書を受信する

経理部門が請
求書を編集する

請求書照合申
請が作成される

請求書例外が
管理される
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支払が処理さ
れる
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この機能を有効化するには、SAP Ariba で以下を設定する必要があります。

a. パラメータ Application.Invoicing.SDI.AllowEdit を有効化します。ほとんどの SDI 請求書は、請求書処理ソリューショ
ンで要求される請求書書式に従って編集する必要があります。

b. Invoice.TaxInvoiceFormat = 'FPR' の場合、関連グループ (通常、経理部門) を追加して 請求書を編集するための
請求書ドキュメントのワークフローを設定します。

c. (任意) 通常設定の購買ユニットおよび会計の取得が可能で、SDI 請求書の通常設定の申請者を参照するパラメー
タ Application.Invoicing.SDI.DefaultRequester.UniqueName を設定します。

Ariba Network からの cXML に含まれる Extrinsic データとして、SDI 請求書に関する請求書の詳細 (SDI 請求書番号
など) が提供されます。この情報を SAP Ariba で使用できるようにし、表示されるようにするには、追加の設定が必要
になる場合があります。

機能の概要
有効化: イタリアの SDI 請求書のサポート
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